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親
鸞
伝
承
の

始
原
試
考

御

手

洗
　
隆
　
明

　

浄
土
真
宗
の

歴
史
は、

五

十
年
ご

と
に

訪
れ

る

宗
祖

親
鸞
の

御
遠
忌
を

節
目
と

す

る
。

近

代
以

降
、

一

九

＝

年
六

百
五

十
回
忌
で

は

近

世
以
来

の

伝
承
的
親
鸞

像
と

史
実
的
親
鸞
像
が

未
分

化
で

あ
っ

た
頃
の

宗
祖
像
が

伝
わ
り、

五

十
年
後
の

七
百

回
忌
ま

で

に

は

伝
承
の

多
く
は
退
け
ら

れ
、

史
実
と

認
め

ら

れ

た

史
料
に

よ

る

親
鸞
伝
が

主
流
と

な

る
。

そ

し
て

七
百

五

十
回
忌
を

間
近
に

し

た
今、

史
実
の

追
求
と
共
に

、

伝
承

・

伝

説
を
見

直
そ

う
と

い

う

傾
向
が

生
じ
て

い

る
。

　

近
世
初
期、

東
西
本
願

寺
の

学
僧
が

著
し

た

「

御
伝
鈔

注

釈
書
」

（
御

伝
照

蒙
記
・

御
伝
絵
視
聴
記
等
）

に

は、

本
願

寺
が

相
伝

す
る

史
書
等

（
最
須

敬
重
絵
詞
・

反

古
裏
等
）

に

加
え、

当
時
民
間
に

流

布
し

て

い

た

親
鸞
伝
承
が
、

批
判
的
な

扱
い

な

が

ら
も

記
さ

れ
て

い

る
。

こ

こ

で

伝
承

史
料
と
す
る

の

は

近
世
以

前
成
立
と

い

う
談

義
本
（

親
鸞
聖
人

御
因
縁
・

親
鸞
聖

人

由
来
等）

、

近

世
中
期
以

降
成
立
と

い

う

絵
解
き

台
本
（
御
絵

伝
教
授

鈔
・

御
伝

鈔
演
義
等）

、

巡
拝

記
（
遺
徳

法

輪
集

・

二

十
四

輩
順

拝
図
会

等
）

、

あ

る
い

は

非

本
願
寺

系
の

史

書
（
高
田

正

統
伝

・

親
鸞
聖

人
正

明
伝）

な
ど
で

あ
る

が
、

こ

れ

ら
の

史
料
が

伝
え
る

親
鸞
像
に

は、

そ
の

時
代
の

入
々

が

期
待
し

願
っ

た

宗
祖

像
が

う
か

が
え
る

。

東
西

本
願

寺
の

史
書
が

伝
え
る

親
鸞
像
と

は

異
質
で

あ
る

と

さ
れ
て

も
、

や
が

て

は

取
り
込
ま

れ
、

本
願
寺
が

伝
え
る

史
実
と

し
て

相
伝
さ
れ
た

例
も

見
受
け

ら

れ
る

。

　

伝

承
は

史
実
の

無
い

と

こ

ろ

に

生
ま

れ
る

。

特
に

近

阯
初

期
の

伝
承

は
、

御
伝
鈔

注
釈
書
や

本
願
寺
系
・

非
本
願
寺
系
の

親
鸞
伝
を
通
し
て

世

に

広
ま

る
こ

と

で

新
た

な

伝
承
を
生
み

、

そ

の

い

く
つ

か

は

現
代
に

お

い

て

も

語
り
継
が
れ
て

い

る
。

そ

れ

は

真
宗

史
が
重
層
的
な
歴
史
を
持
ち

続

け

て

い

る
こ

と

の

証
し

で

も
あ
る

。

伝
承
が
生
み

出
さ

れ
受
け
継
が

れ

て

い

く

様
相
を

た

ず
ね
る

こ

と

が
一

つ

の

方
法
で

あ

ろ

う。

ま

た
一

つ
、

近

世

初
期
の

伝
承
に

つ

い

て

は、

そ

の

伝
承
の

始
原
を
探
究
す

る
こ

と

が

史

実
へ

の

手
掛
か

り
と
な
る

可

能
性
も
あ
る
の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

　
具

体
例
を

探
る

と、

親
鸞
の

伝
承
上
の

生
母
「

青
光
女
」

は
、

本
願
寺

派
知
空
が

御
伝
鈔
注
釈
書
『
照
蒙
記』

で

伝
聞
と

し

て

記
し
、

高
田
派

普

門、

大

谷
派
恵
空
も
こ

の

名
を
伝
え
、

高
田
派
良
空
の

『

正

統
伝
』

の

影

響
で

普
及
し
た

と

さ

れ
て

い

る

が
、

恵
空
が

『

視
聴
記
』

に

記
し

た

「

良

観
和
讃
」

に

よ

る

伝
承
の

始
原
は

室
町
期
ま

で

さ

か

の

ぼ

る

可
能
性
が
残

さ

れ
て

い

る
。

な
お

、

美
術
史
の

分
野
で

あ
る

が、

関
東
荒

木
門
徒
系
の

万

福
寺
所
伝
『

親
鸞
伝
絵
』

に

は

親
鸞
生

母
ら
し

き

女

性
が

見
え
て

い

る
。

こ

の

荒

木
門
徒
は

親
鸞
の

結
婚
因
縁
で

あ
る

「

坊
守
縁
起
」

を
記
し

た

『

御
因
縁
』

を

伝
え
た

門
流
と

し

て

も

知
ら
れ

て

い

る
。

　
ま

た

親
鸞
消
息
と

『

御
伝
鈔
』

に

登

場
す
る

元

山
伏
の

門
弟
明
法
房
で

あ
る

が
、

山

伏
時
代
の

名
を

弁
円
と

す
る

伝
承
は

『

照

蒙
記
』

・

高
田

派

普

門
「

絵
伝
撮
要
』

な
ど
の

御
伝
鈔
注

釈
書
に

は

見
え
ず、

「

山
伏
弁
円

」

が

記
さ

れ
る

の

は
恵

空
『
叢
林
集
」

『

視
聴
記
」

（
ま
た

は

康

楽
寺
系
の

『

御
伝

絵
説
詞
略
鈔
』

）

成
立
の

頃
と

思
わ

れ

る
。

な

お、

『

視
聴
記
』

は

「

有
入
云、

常
陸
国
上
宮

村
に

播
磨
坊
弁

円
と
云
ふ

山

伏
あ
り
…
秀
の

記

に

明
法
房

法
名
は

証
信
と

云
。

佛
光
寺
の

本
に

爰
に

加
添
の

文
あ
り

」

と

荒
木
門

徒
に

よ

る

伝
承
を

示
唆
し
て

い

る
。
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こ

の

よ

う
に
、

近

世
初
期
の

知
空
や

恵
空
が

伝
え

聞
い

た

伝
承
に

は

荒

木
門
徒
（
後
の

佛
光
寺
教

団
）

の

影
が

見

受
け
ら
れ

る
。

冖

説
に

初
期
真

宗
の

主
流
は

荒
木
門
徒
系
で

あ
っ

た
と

い

う
が、

そ

の

多
く
が
蓮

如
の

本

願
寺
に

流
入
し

た

後、

荒

木
門
徒
が

相
伝
し

て

き
た

宗
祖
像
は

ど

う
な

っ

た

の

か
。

本
願
寺
に

認
め
ら

れ

な

か

っ

た

親
鸞
伝
が、

伝
承
と

い

う
形
で

残
っ

た

と

考
え

る

こ

と

は

で

き

な
い

だ

ろ

う
か

。

一

つ

の

可

能
性
と
し

て
、

伝
承
と
い

う
形
で

残
っ

た

親
鸞
伝
が

、

近
世

初
期
に

お

い

て

は

本
願

寺
系
学
僧
よ
り

「

街
談
衢
話
」

と

い

っ

た

風
説
扱
い

を
さ

れ

な
が
ら
も、

や
が
て

は

東
西
本
願
寺
の

正

史
と

い

う
べ

き

史
書
に

記
さ

れ
、

世
に

知
ら

れ
て

い

っ

た
と
い

う

展
開
を

想
定
で

き
る

の

で

は

な
い

か
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 7部会

〔1445）


